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島根県益田市消防団
団長　中島修司

1　はじめに

　島根県益田市は、島根県の西端にあって山口
県、広島県と接しており、北は日本海を望み、南
は中国山地に至り山陰と山陽を結ぶ交通の要衝地
です。昭和 27 年に市制を施行し、平成 16 年には、
美濃郡美都町、匹見町と合併し現在の益田市にな
りました。人口は約 5 万人、面積は 733 平方キロ
メートルで島根県の総面積の約 1 割を占め、県内
一の広さとなりました。また中国山地に源を発す
る河川「高津川」は、全国で唯一ダムのない一級
河川で平成 22 年から平成 24 年にかけて 3 年連
続「水質日本一」の座に輝きました。正に海、川、
山に囲まれた自然豊かな地域です。
　一般的に山陰地方は「冬寒く雪深い地域」と思
われがちですが、対馬海流の影響で気候は温暖で
平野部では積雪も少なく日照時間は日本海側では
有数の長さを誇っています。
　当市の名産としては、清流高津川の天然鮎、蟹
で、夏のシーズンには高津川の銀色に輝く水面に
半身まで漬かる太公望を多く見かけます。また、
温暖な気候を利用してメロン、トマト、ブドウ、
周辺部の美都地域では柚子、匹見地域ではワサビ
の栽培が盛んです。
　そのような中で、当市の過去における災害は風
水害によるものが多く、特に梅雨末期、梅雨前線
停滞による集中豪雨で被害を受けています。今か

ら数えてちょうど 30 年前に発生した昭和 58 年の
山陰豪雨では、市中心部が被害を受け、死者 32 名、
床上浸水約 4 千戸、被害総額 657 億円という甚大
な災害を経験しています。

2　益田市消防団の概要

　平成 16 年 11 月に合併した益田市消防団は、方
面隊方式を採用し、5 方面隊、22 分団で組織され
ています。女性団員は、地域の分団ではなく、女
性単独の分団に所属しています。平成 25 年 4 月
1 日現在、消防団員数は、条例定数 754 名に対し、
実員 685 名で、充足率 90.8 パーセント、被雇用
率 78 パーセント、平均年齢は、45.8 歳です。消
防団員数は毎年、微減状態が続き、平均年齢も高
くなってきています。このため益田市消防団では、
本年、消防団員の確保対策や消防団の活性化を図
るため、検討委員会を設置し、消防団員の処遇改
善や機能別消防団員又は消防団員サポーター制度
の導入といったことを検討し、本年度中に結論を
出し、来年度から新制度スタートということで事
務を進めております。
　一方、益田市消防団では、消防ポンプ操法訓練
にも非常に熱心で、平成 23 年に開催された第 55
回島根県消防操法大会ではポンプ車の部でみごと
優勝し、平成 24 年 10 月東京ビッグサイトで開
催された第 23 回全国消防操法大会に悲願の初出
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場を果たしました。また本年 8 月に開催された第
57 回島根県消防操法大会でもポンプ車の部、小
型ポンプの部とも 3 位となりました。島根県消防
操法大会では、3 位までに入賞すると纏（まとい）
の授与がありますが、今年は益田市に纏（まとい）
を 2 本も持ち帰ることができ、消防団員の士気も
多いに盛り上がっています。

3　消防団員の個別健康指導について

　（1）これまでの取組状況について
　益田市消防団では、消防団員等公務災害補
償等共済基金（以下「消防基金」と略します。）
の全面的支援を受けて、1 年間の試行期間を
経て、平成 18 年度からモデル団体の指定を受
け、全国 6 団体のうちの一つとして、3 年間
消防団員の個別健康指導の事業を実施いたし
ました。
　平成 21 年度から平成 25 年度の今日までは、
益田市単独事業として継続実施しており、試行
期間を含めますと実に 8 年間実施したことになり
ます。
　消防団員個別健康指導導入の目的は、導入
当時の消防基金の統計資料によれば、消防団
員の公務災害は、毎年 1,300 件余り発生してお
り、とりわけ脳血管疾患、心臓疾患による殉職
者数は殉職者数全体の 4 割を超えており、これ
ら殉職者のほとんどが高血圧や高脂血症、肥満
などの健康上の問題を持っていたことです。
　一方、消防団員を任用する市町村長には、

消防団活動を行うことにより、このような症
状を発症させたり、悪化させないよう消防団
員の健康管理に対する配慮義務があり、その
ことは決して、なおざりにはできないことか
ら、この事業を実施いたしました。

   （2）健康指導スタッフについて
　健康指導スタッフについては、医師 1 名、
保健師 1 名、栄養士 1 名、看護師 2 名、その
他支援スタッフ 5 名程度です。医師について
は、当初から消防職員や消防団員のことをよ
くご存じの益田広域消防本部の産業医にお願
いをしております。保健師、栄養士について
は、益田市保健センターの支援により益田市の
職員のかたの協力を得ています。看護師につい
ては、益田市の女性消防団員の中から看護師資
格を有する者 2 名が担当し、その他支援スタッ
フは、益田市女性消防団員が担当しています。

　（3）個別健康指導事業の概要について
　まず、毎年、春に全団員から健康診断自己
申告書、問診表の提出を受けます。併せて健
康診断書があれば、その写しの提出もお願い
します。提出率は、92 パーセントくらいで推
移しています。消防団員の中には、職場で健
康診断を受けているから提出はいいだろうと
いう意見もありましたが、消防団員個別健康
指導事業の目的をしっかり説明して協力をい
ただいております。自己申告書等は、個人の
健康に関する情報ですので、専用の封筒を用
意し、その保管方法にも情報が漏洩しないよ
う配意しています。
　次に提出された健康診断自己申告書等の資
料により健康障害のある団員を抽出していき
ます。抽出する条件は BMI の数値や血圧の高
い人、入団者、医師の治療を受けているかど
うかなどの判断によります。この時点で 120
名程度までに絞り込みます。
　抽出された消防団員を対象に各地域を回り

女性団員によるAED指導
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個別健康指導会を年間 5 回開催しています。
個別健康指導会では、血圧、体重、体脂肪、
基礎代謝量、腹囲等を計測し、看護師や栄養
士による生活指導を実施します。個別健康指
導会に出席する団員は、毎年、対象者の 5 割
程度にとどまっています。参加される団員の
中には自営業のかたもおられ、健康診断を受診
されてないかたもおられるので、指導医師による
健康診断を公費で受診してもらっています。
　そうして個別健康指導会出席者の健康デー

タを指導医師に回付し、医師の紙上判定を受け、
その結果を本人に書面により通知しています。

　　　
　（4）今までの反省点と今後の課題

　課題としては、健康障害ありと抽出された
団員の個別健康指導会への出席率が悪いこと
が挙げられます。個別健康指導会に出席し
た団員の中にも自分が高血圧であることは分
かっているが、症状がでないため放置してい
る団員や運動することや食生活を改善するこ
とが良いことだと分かってはいるが、なかな
か実行できない団員もおられます。
　もう一つの課題として挙げられるのは、消
防団員として活動するのに健康上の理由から
制限があった場合、その情報を分団長やその上
司に伝える方法です。個人情報保護の観点から
慎重に対処すべきという議論がありました。
　しかし、この個別健康指導を通して禁煙や
節煙に成功した人や、食事制限、定期的な運
動を行うようになった団員もおられますので、
健康な生活を送るために必要な情報や病気の
予防に取り組むきっかけを提供できたことも
大きな成果だったと思います。
　平成 17 年度当初より参画いただいている指
導スタッフのかたや女性消防団員の献身ぶり
には頭が下がる思いがあります。なかなか効
果が見えにくい事業ではありますが、健康状
況に合わせた効果的な介入、指導がいかにで
きるか今後も更なる創意工夫が必要になって
きます。
　今年は、益田市消防団では消防基金事業の
健康セミナーを実施し、「生活習慣病」と題し
て講演会を開催させていただきました。健康
に対して益田市消防団全体で気運を高め、今
後も地域の安心、安全を守り、地域の活性化
にも一役担っていけるような消防団を目指し団員
一同がんばっていきたいと思っております。女性消防団員（看護師）による健康指導
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